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論 文 内 容 の 要 旨 
研究の背景 
 メロン壊疽斑点ウイルス（MNSV, Melon necrotic spot virus）は Tombusviridae ファミリーの Carmovirus 属に
属する、一本鎖 RNA のゲノムを持つ直径約 30 nm の正二十面体ウイルスである。そのウイルス粒子は coat protein 
p42 180 個から構成された Capsid と一本鎖ゲノム RNA、２本の short non-genomic RNA からなる。全体の分子質
量は約 800 万 Da である。このファミリーTombusviridae のウイルスは大きく分けて電子顕微鏡でも区別可能な突起
（P-domain）をもつものと、持たないものの２種があることが分かっているが、このウイルスは P-domain をもつグ
ループに属し、Coat protein は Shell をつくる S-domain と突起部をつくる P-domain、そして RNA を結合する
R-domain からなる。 
 MNSV はウリ科の植物を宿主とするウイルスで特有の性質として土壌の菌類を媒介するという特徴があり、そのた
め防除が非常に困難である。近年、突起をもつ Tombusviridae のウイルスのグループで菌類感染のメカニズムがよく
研究されており、実験結果より、ウイルスの菌類への感染は殻タンパク質と菌類のレセプターの相互作用によるとい
うことが示されている。このファミリーTombusviridae のウイルスは数種類が既に構造決定されているが、未だ
P-domain を持ち、菌類感染能を持つウイルスの構造が解明されていないため、今回、菌類感染の性質を持つ MNSV
の構造解析を行った。 
研究目的 
 ファミリーTombusviridae に属する P-domain からなる突起をもつウイルスで、菌類感染能をもつ MNSV の構造
を X 線結晶構造解析により決定する。そして得られた MNSV の構造上の特徴を、まず、すでに構造が報告されてい
る近縁のウイルスとの構造の類似点、相違点を比較する。また、MNSV の土壌感染性がウイルスのコートタンパク質
によることが報告されているため、構造の比較により、菌類との相互作用のメカニズムを考察することも目的として
いる。 
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結果と考察 
 MNSV に感染したアールス系メロンの子葉よりウイルス粒子の純化を行い、結晶化に使用した。作成した結晶を用
い放射光施設 SPring-8 で回折実験を行い、反射を得、構造解析を行い、最終的に MNSV の構造を 2.8 Å 分解能で決
定した。 
 構造解析の結果より MNSV の以下の構造上の特徴が解明された。 
１．Carmovirus 属のウィルスだが、今まで報告された構造と比較するとむしろ Tombusvirus 属の Tomato bushy 
stunt virus（TBSV）の構造の特徴に近い構造をもっている。 
２．菌類感染能の無い TBSV と比較すると、構造は非常に類似しているが P-domain のループ部分３箇所 L1、L2、
L8 に挿入が見られ、構造が異なっている。 
３．同属のウイルス Cucumber necrosis virus で同定された、相互作用に影響するアミノ酸残基は、アミノ酸の種類
そのものの保存性は低いが、同様にウイルス偽三回軸周囲の表面に存在する。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 メロン壊疽斑点ウイルスは Tombusviridae ファミリーのウイルスでメロンに感染し、生育阻害をもたらすウイルス
である。その感染は土壌菌を介して行われるために駆除をするのが厄介である。菌類への感染の第一歩はその受容体
への結合である。メロン壊疽斑点ウイルスを精製、結晶化して 2.8 Å 分解能で X 線構造解析を行った。この構造は菌
類に感染する Tombusviridae ファミリーのウイルスの構造であり、感染機能の研究に貴重なものである。菌類に感染
する能力を持たない Tomato bushy stant virus（TBSV）との構造比較等によって、受容体結合部位を同定した。 
 この研究は Tombusviridae ファミリーの感染機構の研究、ひいてはその感染を防御対策のために大きく貢献するも
のであり、博士（理学）の学位に値するものであると認める。 
